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古代エジプ トおよび古代ギリシアにおける知の系譜

一非正統的知識と正統的知識II

大 出 晃

本論文では 「古代メソポ タミアにおける知の系譜」 につづいて 〈正統的知識

観〉 の成立 までの,す なわち,紀 元前5世 紀末ごろまでの古代エジプ トおよび

古代ギリシアにおける知識の系譜 について考察す る。

1古 代エ ジプ トにおける知識

1エ ジプ トの政 治 ・社 会 ・宗 教

メ ソポ タ ミア とな らぶ西洋古 代文化 の 中心 は言 うまで もな くエ ジプ トで ある

が,こ こで は前6世 紀 以 前 のエ ジ プ トの 政 治,社 会,宗 教 につ い て概 観 す る こ

とに しよ う。エ ジプ トは全長6,400㎞ の ナ イ ル河 の1,000kmを 占 め る下 流 地域 に

位 置 す る。 ナ イ ルは砂 漠地帯 を東西 に区分 し,肥 沃 な の は夏 期 の洪 水 の恩 恵 に

浴 す る沿岸地域で あった。 開放 的地形 の メソポ タ ミアと異 な り,こ の地 域 の面

積 は一 国 を形 成 す る のに適当 な広 さであ ったので,有 史以 来 分 裂 して い た地 域

は前3000年 ご ろ上 ・下 エ ジ プ トの2国 に統 一 され,さ らに,ナ ル メ ル の も とで

テ ィニ ス期(第1一 第2王 朝:前2850-2650年)と な った。 以 後,政 治 的状 況

は メ ソポ タ ミア よ りもはるか に単純 であ る。古王 国(第3一 第6王 朝:前2650

-2190年;ピ ラ ミ ッ ド期)
,第1中 問期(第7一 第10王 朝:前2190-2052年),

中 王 国(第11-一 第12王 朝:前2052-一 一一一1570年 ご ろ),第2中 間期(第13一 第14王

朝:前1778-1610年 ご ろ),新 王 国(第18一 第20王 朝:前1580-1085年),衰 退

期(第21一 第26王 朝:前1085-525年)と つ づ き,結 局,前525年 ペ ル シ ア に敗
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北 して,以 後ペルシアやローマの属領の地位 に落ちた(Atlas19-21)。

い ま,エ ジプ トの宗教 と政治体制の関係 について簡単 に考察 しておこう。

ローマ時代 に集成 された古代 エジプ トのオシリス神話は,紀 元後1世 紀末以降

のプルタルコスの比較的信頼できる記述 『斗ジプ ト神 イシスとオシリスの伝説

について』 によれば,概 要つ ぎのようになる。万物を生んだ男神オシリスは王

としてエジプ トを支配 し,野 蛮な人民を教化 したが,そ の兄弟セ トは彼 を生 き

なが ら棺 にとじこめ,ナ イル河に流 した。オシリスの妹で妃であるイシスは棺

が フェニキアにつ くとそれを引 きとり,ナ イル河口のブ トに運んだ。セ トはそ

れに気づ き,オ シリスの遺骸 を14に 切断 してばらまいたが,イ シスはその断片

を探 して放浪 したあげ く,息 子ホルスの協力によりオシリスをよみがえらせ,

セ トに復讐 した。か くて,オ シリスは死者を支配するとともに甦 りの神 として

尊崇されることになった(307-43)。 ところで,こ のオシ リスは太陽神 ラーの

子で,後 述のエジプ ト暦の5日 の閏日の最初の日に生まれたとい う。閏 日の第

2日 にホルスが,第3日 にセ トが,第4日 にイシスが,第5日 にネフ トフ トが

生 まれたとされるにもかかわらず,ホ ルスはオシリスとイシスの子 とされるた

め,プ ルタルコスは哲学的な解釈 をくわえる仕儀 となった(101-3)。 オシリス

神話 は,プ ルタルコス自身ひどい話は省いたと述べている(43)い ささかおぞ

ましい話ではあるが,そ の原型は古王国の時代 に成立 し,第 二王朝末期のホル

ス信仰 とセ ト信仰の争いがホルス信仰 の勝利におわった とい う事態 を反映 して

いるとされる。古王国前期 までのエジプ トにおいてはホルス信仰の勝利 を背景

にして,王 の権威 は宗教 的権威 にもとづ き,「鷹の姿のホルスの化身である神

王」の理念が生 じて,王 には 「ホルス名」があたえられ,王 権の直接支配 とし

ての政治体制が とられていた(世 界歴史58-70)。

しか し,こ の神王理念 も,王 と人民のあいだに介在する官僚階級の成立や王

統 を維持する血統の希薄化,地 方の分権化 に くわえて,ピ ラミッド建設費の負

担,神 殿の経済的特権の増大,私 経営の発達 と貿易の停滞などか らその基盤が

揺 らぎ,第0中 間期には下層民衆による一種の社会革命が生 じた。その結果,

王権が失墜 したばか りではな く,そ の背後のオシリスの性格 にも変化 をきた し
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た。そこで,中 王国においては民衆 と王 とのあいだの正義にもとつ く平等が主

張 され,死 者 は彼岸においてオシ リスに変容で きる権利が万人に保証 されるよ

うになった。か くして,中 産階級が形成 され,こ の王国は庶民国家的な体制を

もったが,最 終的 には中央集権 的国家の回復 に よっておわ った(世 界歴史

55-77}o

この中王国没落の理由は定かでないが,第14王 朝の衰退後,異 民族 ヒュクソ

スがデルタ地帯に侵入 し第15・16王 朝 を樹立 した。この民族がその神バアルを

セ トと同一視 して信仰 していたことは注 目される。この ヒュクソス支配の結果

軍事力 を背景 とす る少数支配体制 と騎士階級 の地位の向上,西 アジアとの関係

の緊密化が生 じた。このヒュクソス支配を打破 したのは前15世 紀後半のアフメ

スで,彼 によりエ ジプ トの最盛期第18王 朝 と新王国がはじまる。この王朝 は西

アジア諸国,と くに,ミ タンニとの抗争 をつづけなが ら,シ リア,イ スラエル

に領土 を拡大 した。 しか し,そ のアメンホテプ3世 は平民の娘 と結婚 し王家の

血統維持 を無視 したか ら,そ の嫡子アメンホテプ4世 は当時強大 となったテー

ベのアメン神官団と対抗することになった。アメンはテーベの守護神で,太 陽

神 ラーと同一視 されるが,こ の神殿の神官団に対 し王はあたらしい一神教 とし

ての太陽神アテンへの信仰 を導入 しようとしたのである。それは唯一の創造者

としてのアテンが毎朝復活 して天空を運行 し万物 に愛を注 ぐことを説いたが,

祭祀の執行権 を王 に集中 して神官の地位 を軽視 したため民衆か ら遊離 し,こ の

改革 は失敗におわった(世 界歴史208-20)。

その後前12世 紀前半のラムセス3世 は海の民の侵攻を撃退 したが,そ の後継

者の時代 には経済力は大神殿に集中した。それゆえ,古 代エジプ トにおいて宗

教 と神官階級 とは伝統的に堅 く王権 と結 びつ き,経 済や文化の発展 も神官階級

に強 く依存 していた。前11世 紀初頭エジプ トの国家 としての統0性 はおわ り,

以後衰退期 としてエチオピア,リ ビアなど異民族による王朝の支配の時代に入

り,前6世 紀のア ッシリアの侵略 につづ き前525年 ペルシアに征服 されて独立

国 としての地位を失 う。

2エ ジプ トの文化
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さて,エ ジプ トの文化はナイルの氾濫により肥沃化 したその下流域一帯の農

業 中心の文化であった。氾濫後の湿 った大地 は耕 さずに播種可能であ り,大

麦 ・小麦 ・野菜 ・果物の栽培,家 畜 ・家禽の飼育 も盛んで,釣 りや狩猟 もおこ

なわれていた(ピ シ ョ 上169)。 紡績,機 織 りは早 くか ら発達 し,新 石器時代

以来主 として亜麻製の精巧 な織物が生産され,羊 毛 ・木綿製品 もあ り,各 種の

植物染料 も用いられていた。陶器の生産 もひじょうに古 く,ガ ラス も前2000年

ごろか ら生地のかたちでは流布 していた。銅 は古王国,青 銅 は中王国で,ま た,

鉄 は前650年 ごろに使用 されるようになった。建築には 日干 し煉瓦 と豊富な石

が用 いられ,す ぐれた加工技術 は記念碑,彫 像,墓 碑,神 殿,宮 殿 などの建

設 ・製作に生か されていた。輸送手段 は船が主で,地 面が柔 らかす ぎたため戦

車 をのぞ くと車輪の用 い られたのは新王国の時代だけであ った(ピ シ ョ 上

163}a

エ ジプ トで特筆すべ きはミイラとパピルスの製作技術であろう。 ミイラは死

体 の内蔵をとりさり,炭 酸ソーダにうめて脂肪 を石鹸化 し,松 ヤニを しみこま

せた麻布をつめて香油 を塗 り,樹 脂 をしませた包帯でつつんで作 られた。 また,

パ ピルスは葦の茎を45cm×25cmほ どの紙片状 にして,2枚 を直角に重ね合わせ,

圧力 をくわえて糊づけし,乾 燥 させてたたき軽石で磨いた。 このパ ピルスは粘

土板 にかわる筆記用具 として普及 し,3世 紀 に小 アジアで羊皮紙が発明 される

まで基本的な記録手段 となった。先端 をつぶ した葦で煤や黄土の黒や赤のイン

クを用い文書をしたためたのである(ピ ショ 上163-4)。

エジプ トの文字は象形文字で,前3100年 ごろの文書が現存する。この文字は

シュメール文字同様基本の絵記号か らしだいに表音記号の因子 をとりいれてゆ

く。初期 の文書 の聖刻文字(hieroglyph)も 両方の要素 をそなえているが,時

代 とともに単純化 して直線 と曲線か らなる神官文字(hieratic)と な り,さ ら

に,前700年 ごろには民衆文字にまで簡略化 された(ピ ショ 上165-72)。 この

呼称 から明 らかなように,古 代エジプ トでは文字の使用はもっぱら神官階級 に

ゆだねられていたのである。

エジプ トの数記法は10進 法で,位 取 り記法 を用いず各位の数字を何個か書 く
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方式 で,た と え ば,23は ∩ ∩Illと表 記 され たが,∩ は10位 の,1は1位 の数 を

あ らわ す 。 分数 表 記 も2/3を 例 外 と して1を 分 子 とす る単 位 分 数 が 基 本 で あ っ

たため に,算 術 は発 達 せ ず,乗 法 や 除法 は ほ とん ど理 解 され ていなか った とい

われ る。た とえば,そ の複 雑 な乗 法 の1例 をあ げ れ ば,つ ぎの よ うで あ る。5

×7を も とめ るの に,

17

214

428

とい った対 応 表 をつ くる。 右欄 は左欄 の7倍 の 数 で あ るが,上 の行 の単 な る2

倍 で あ る。 そ こで,5=1+4か ら,右 欄 の7と28の 和 を と って35を うる とい

う手 順 で,乗 法 は和 と2倍 とい う簡 単 な算 法 に帰 着 され た(Clagett25-6)。

この よ うに,エ ジ プ トの算 法 は徹 底 した 〈加 算 方式〉 で,乗 法 も加 算 的 に遂 行

され て い た ので ある。

エジプ トの数学 につ いては1858年 に発 見 され た リ ン ド ・パ ピル ス(前1849-

1801年 ごろ の文 書 の前1600年 ご ろの コ ピー)が 貴 重 な情 報 をあ た え て くれ る。

以 下 ノイゲバ ウアーの記述 に もとついてエ ジプ トの算術 を特徴づ ける分数 の算

法 を瞥見 してみ よ う(第4章)。 分 数 の記 法 は2/3を 例 外 と して1を 分 子 とす

る単 位 分 数 で あ る。 分 数 の算法 に要求 され る単位分数 の2倍 には リン ド ・パ ピ

ル ス につ ぎの表が ある:

n1/nの2倍

31/21/6

51/31/15

71/41/28

91/61/18

こ こで,nは 奇 数 で あ る。 こ の表 は,た とえば,2/5を 単位 分 数 の和1/3+1/15

と して 表現 して い る。 エ ジ プ トにおいて は2/5と い った表 記 法 は な く,つ ね に

1/31/15の 形 で あ らわ され て い た。 この よ うな算法 と表現形式が計算 を容易 に

した とは考 え られ ない。 したが って,後 期 の バ ビ ロニ アで 発 達 した 天 文観測
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デー タの処理 に要 求 され る複雑 な計算 を期待すべ くもな く,こ れが エ ジ プ ト天

文 学 の 発展 を さまたげた こ とはうたがえ ない。

リン ド ・パ ピルス に見 られ る算術 問題 も簡単 な もので,代 数 と1次 方 程式 と

わ ず か な2次 方 程 式 の例 がふ くまれ る にす ぎない。総 じて,メ ソ ポ タ ミアの算

術 に比 して エ ジ プ トのそれ は貧弱 に見 え るが,証 明 で は な い に して も検 算 とい

う方 法 で一種 の正 当化 を試 みている点 と,数 と宗 教 的神 秘 思 想 が結 び つ い てい

ない点 に注 目すべ きで あ る(ピ シ ョ 上198;Clagett26;Lindbeg16)。 貧 弱

な資 料 に よ る と はい え,幾 何 学 は メ ソポ タ ミア をい くぶ ん越 える水準 に達 して

いた。 これはナイルの氾濫 に起 因す る土地測量や,ピ ラ ミ ッ ド建 設 に代 表 され

る巨大 建 造物 の構築 の必要性 に もとつ くものであ ろ う。前2600年 ごろ に は長 方

形 の面 積 を正 確 に計 算で きた し,リ ン ド ・パ ピル スで は メ ソポ タ ミアよ りもは

るかに良い円周率 の近似値3.1605が 用 い られ て い た(Clagett24-7;ピ シ ョ 上
f

179-21.5)o

天 文 学 の領 域 で は,太 陽 をふ くむ諸 惑 星 は大 河 を さまよい,恒 星 は天空 をか

た ちつ くる鉄 製 の天井か らつ るされ たラ ンプ と見 なされていた。 また,つ ぎの

よ うな世 界 創 造物 語 が あ る。「空気 と湿気 のシ ュウ とテ フヌー トは大地 と空,

大 地 の神 ゲ ブ と空 の女 神 ヌ ー トを生 んだ。…… それ か ら,こ ん どは,ゲ ブ と

ヌー ト,大 地 と空 が 交 わ って 二 つ の カ ップル,オ シ リス神 とそ の連 れ合 い イ シ

ス,セ ト神 とそ の連 れ合 い ネ フ チ ュス とを生 んだ」(Lindbeg9)。 この種 の 神

話 的 な宇 宙 像 と神 殿 や墳墓 の碑文 を別 にす る と,エ ジ プ トに は天文 学 的文 書 と

言 わ れ る ものはほ とん ど存在 しない。それゆ え,彼 らの 天文 的 な知 識 を概 観 す

るの は 困難 であ るが,彼 ら は惑 星 と恒 星 と を は っ き り区別 し,5個 の 惑 星,

火 ・水 ・木 ・金 ・土 星 を知 って はい たが,「 宵 の 明 星」 と 「明 け の 明 星 」 とは

異 な ると考 え,金 星 に は二 つ の 名 前 をあ た えて いた。 また,彼 ら は恒 星 を生 物

や 事 物 の輪 郭 に なぞ らえて星座 に ま とめ,「 大 熊 座 」 とか 「牛 の脚 座」 な どの

名称 で よんでいた(ピ シ ョ 上216-9)。

エ ジ プ ト天 文学 の 最大 の貢 献 は 「人類 史上 唯一知 的な」(Neugebauer81)と

称 され るそ の暦 法 で あ った。 エ ジプ トの暦の作成 法 は独特 であ る。 この地域 で
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はナ イル の 氾濫 が 生 活 上 きわ めて 重要であ ったが,そ れ は お お む ね7月 に始 ま

り,10月 に お わ った。 氾 濫 の 開始 の 時期 にはシ リウス星が約70日 隠 れ て い たの

ち 日の 出 の 直前 に 出現 す るようになる。 この ような星の出現 をヒライアカル ・

ライ ジングとよぶが,シ リ ウス のそ れ をエ ジ プ ト人 は年 の始 め と した。 そ して,

30日 の12カ 月 に5日 の 閏 日を くわ えて1年 と した が,こ れ は実 際 的必 要 か らで

天 文 学 的根拠 はなか った。 これで は太 陽年 よ りも1/4日 少 な いが,現 在 の よ う

な 閏年 の方 法 は ロ ーマ 時代 の前29年 まで 用 い られ な か った(ピ シ ョ 上222)。

シ リ ウス の ヒ ライ ア カ ル ・ラ イ ジ ングのあ と,太 陽 の年 周 運 動 の ため しだ い

に 日の 出はおそ くなる。 そこで,最 初,日 の 出 直前 そ れ ゆ え夜 の最 後 に見 えて

いたシ リウスは最後の星で はな くな り,10日 もす る とほ か の星 が そ の代 わ りを

す る ようになる。 こう して,順 次,10日 ご とに ヒ ライ ア カ ル ・ライ シ ングをお

こな う星が交代 す るが,こ の よ うな星 をdecan(旬 星)と よぶ 。 この デ カ ンが

最 初 に登 場 す るのは中王朝 の棺 の蓋(前1300年 ごろ)で あ る が,そ こで は シ リ

ウス とオ リオ ンの二 つ のデカ ンだけが 同定 で きる(Neugebauer58)。 閏 日をの

ぞ く360日 を10日 つ つ36の 区 間 にわ け る と,36の 旬 星 が 必 要 とな る。 も し昼 夜

の長 さが ひと しければ,1晩 に はそ の半 分 の18デ カ ン見 え る こ とに な るが,実

際 に は昼 夜 の長 さは ひ と し くな く,完 全 に闇 に もな らな い の で,12個 の デ カ ン

しか見 えな い。 そ こで,夜 は この デ カ ンの数 に よ って12等 分 され て,12時 間 と

され,昼 に10時 問,朝 夕 の薄 明 に2時 間 を あ た え て,1日 は24時 間 と され た

(Neugebauer82-6}o

最 後 に,エ ジ プ トの 医術 につ い て考 察 しよう。バ ビロニア と同様エ ジプ トに

おいて も,病 の主 な原 因 は悪 霊 の身 体へ の侵入 とされ,そ れ ゆ え,呪 文 を唱 え

た り,悪 魔 払 い や お浄 め を した り,護 符 を身 につ け る こ とで,病 は癒 され る と

考 え られ た。 第18王 朝(前1500年 ご ろ)に 収 集 され たエ ベ ル ス ・パ ピル スには

妖術 師 と医者が協力す る とか,ま た,し ば しば彼 らは同一 人物 で,治 療 に呪 い

を用 い て い る証 拠 が 多 数見 られ る。た とえば,白 内 障 に は粉 に した孔 雀 石 を蜂

蜜 と混ぜ て あてがい,つ ぎの よ う に唱 え る:「 来 た れ,孔 雀 石 。 緑 な る汝,来

た れ 。 ホ ル ス の 目か ら膿 を出せ 。 ア トウムの 目か ら分泌せ よ。 オシ リスか ら生
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じた液体 よ,来 た れ」。 ほ ぼ 同 時代 の ライ デ ン ・パ ピルス には 「わた しの四肢

か ら悪霊 を追い 出 して ほ しい とい う」 ホルス神へ の祈 りが見 られる。 この よう

に,治 療 にお い て うった え られ る神 々はホルス,イ シ ス,ト ー トと学 者 イ ム ホ

テ ー プで あ った。 さまざまな動植物 ・鉱物 に よる薬剤の使 用 もまた,宗 教 儀 礼

上 の一 定 条件 をみ た す こ とが必要 とされた。エベ ルス ・パ ピルスには,皮 膚,

眼,口,消 化 器 そ の他 の 内蔵,外 傷 や頭 痛 な どの医術 的処 方 の記述が見 られ る

が,そ の 冒頭 に悪 霊 払 い の 呪文 が 述 べ られている。 しか し,前17世 紀 に筆 写 さ

れ た前3000年 紀 の もの と され るエ ドウ ィ ン ・ス ミス外科 パ ピルス には外傷,骨

折,脱 臼 な どの処 置 を体 系 的 に述 べ る外科 の手引 き書がふ くまれ,こ こで は48

症 例 中呪 文 の記 され て い るの は1例 にす ぎ ない 。 これ らに共 通 の特徴 は,問 題

の 記述 に は じま り,診 療 と治 療 可 能 性 の判 断 に い た る症例 の入念 な配列 で,そ

の 客 観 的 な記 述 の な か で も神 経 系 の 中枢 と しての脳 の記 述 は注 目に値 す る

(Lindberg18,ピ シ ョ 上234-52;Clagett17-20)。 い ま,そ の 一 例 と し て

Clagettの 症 例6の 引 用 を借 用 しよ う。

(表題)頭 蓋骨 を粉砕 してその脳を露出 させ,骨 に達する頭部裂傷に関する指

示

(診察)頭 蓋骨 を粉砕 してその脳 を露出させ,骨 に達する頭部裂傷 を汝が診察

するのであれば,患 者の傷 を触診すべ きである。溶解 した銅で形成 される織に

似た頭蓋骨の破砕 を見いだ し,そ こに,子 どもの頭部の頂点が完成 される以前

の弱点のような規則的 ・不規則的な鼓動 を汝の指 に感 じよう……患者は鼻孔か

ら血 を流 し,頚 部の硬直に苦 しむ。

(診断)処 置不能な症状

(処置)だ が,傷 に油脂 を塗布すべ きである。傷に包帯すべ きではない;患 者

が山場 を迎えたと知るまでは,2個 の小片 をあてがうべ きではない。

(註解1,説 明)「 頭蓋骨 を粉砕 して脳 を露出 させ る」 とは,裂 傷が頭蓋骨内

部,脳 をつつむ膜におよぶほど広 く開 き,頭 部内部 に液体 を流出させることを

いう。
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(註 解2,説 明)「 溶 解 した銅 に お い て形 成 され る搬」 とは,鋳 型 に銅 が 流 し

こ まれ る ま えに嫉 に似 たなにか の異物 が浮いてい るので,鍛 冶 が捨 て て しま う

銅 の こ とをい う。「それ は膿 の/1・波 に似 て い る」 とい わ れ る(19-20)。

エジプ ト文化の全体的傾向 を概括すると,数 学 ・天文学の領域においてはメ

ソポタミアの水準に比 してはるかに遅れていた と言わざるをえない。 とくに,

その算法の単純な手法は数的な処理の発達を遅 らせ,そ のため天文学はきわめ

て初歩的なレヴェルにとどまった。ただ,エ ジプ ト暦 は実際的には用いやす く,

その基本的発想はその後の暦法の根幹をなし,16世 紀 コペルニクスのころまで

つづ くユ リウス暦の形で継承 され,さ らに,グ レゴリウス暦 として現代で も使

用 されている点は注 目されよう。後に見るように,バ ビロニアに発する占星術

もこのエジプ トの暦法 と結びついて発展 し,よ り大 きな社会的影響 をおよぼす

ことになる(Barton19-20)。 一般にエジプ ト文化 において注 目すべ きは,す

でに述べたように,宗 教的色彩は濃厚であるにして も,各 種の技術,学 芸がメ

ソポタミア文化 と比べれば宗教的色彩が乏 しく実際的である。この特徴は純理

論的追求への推進力の欠如をともなうことになったが,エ ジプ ト文化の固有の

性格 を形成 していることは確かである。

H古 代 ギ リシアにお ける文化

1古 代 ギ リシア に お け る政 治 と社会

つ ぎ に,紀 元 前5世 紀 末 のペ ル シ ア戦 争 終 了 ご ろ までのエ ーゲ海周辺地域,

と くに,ギ リシ ア本 土,小 ア ジ ア,ク レ タ,ミ ュケ ナ イ,イ タ リア南 部,シ シ

リア をふ くむ地 域 の文 化 につ いて概観 す るこ とに しよう。

ギ リシア本土 の地帯 には北方か ら南 下 したイ ン ド ・ヨー ロ ッパ民族が青銅時

代 末期 の前3000年 ご ろ村 落 を形 成 して い た。 イ ン ド ・ヨーロ ッパ民 族 はイ ン

ド ・ヨー ロ ッパ語(バ ス ク,フ ィ ンラ ン ド,ハ ンガ リー語 をの ぞ くケ ル ト,ス

ラブ,ゲ ルマ ン,イ タ リ ック,ギ リシ ア語等)を 話 す こ とで特 徴 づ け られ,中
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央 ヨーロ ッパ と南部 ロシア(よ り古 くは カザ フス タ ンの キ ル ギスの草原地帯)

に起 源 を もつ と推 察 され る(Atlas29)。

この 地域 の 文化 は ク レタ島 の ミノア文化 には じま り,ミ ュ ケナ イ文 化 が そ れ

をつ ぎ,ギ リシ ャ本 土 の ポ リス 国家 を中心 とす る文化 によってその頂点 に達 す

る。前2600年 か ら2000年 に か けて,ク レ タ島 にお いて は伝 説 的 な ミノス王 が支

配 し,印 鑑,銅 貨,青 銅 の短 刀 な どを特 徴 とす る古 代 ミノア文化 を形成 した。

その後前1570年 まで は城 塞 化 され て い な い各 地 の宮殿 は穀物,油,酒 な どの 巨

大 な倉 庫 を有 して経 済 的 中心 の機能 をはた し,ギ リシ ア本土,エ ジ プ ト,シ リ

ァ と交 易 し,エ ジ プ ト風 の絵 文 字 の採 用 と石 器や陶器の生 産で知 られていた。

前15世 紀 まで に はエ ジ プ トに近 い 中央集権 的政治 ・経 済 シス テム と制海権 を有

す る国家が形成 され,そ の絵 文 字 は線 文字Aに 変 わ った(Atlas29)。

ギ リシ ア本 土 にお いて は前2500年 か ら1850年 にか けて エ ー ゲ海 周 辺 地 域 で 粕

薬 土 器 を特徴 とす る農耕文化 が発達 しつつあ り,そ の民 族 の痕 跡 は若 干 の ギ リ

シ ア語 名詞 の語尾形 に認め られる。以後,前 ユ6CO年 にか けて原 ギ リシア 人 とな

る イ ン ド ・ヨ0ロ ッパ 民 族:イ オニ ア人 とア カ イ ア人,が 小 集 団 にわ か れ て侵

入 し,原 住 民 と混 血 した。 そ の結 果,ア ガ メ ム ノ ンで知 られ る伝 説 的 なア トリ

デスー族 の居城 ミュケナ イ を中心 とす る時代 に はい る(Atlas43)。 ミュケ ナ

イ社 会 は戦 士 階級 に支 え られ たワナ クス とよばれ る王が政治 ・経済 ・軍事 ・宗

教上 の権 力 をすべて掌握 す る官僚 的階級社 会で,書 記 に よ る克 明 な記 録 の存 在

で 知 られてい る(Vernant,Origins34-7)。

前15世 紀 の ミュケ ナ イの小 ア ジ アや ク レタ島へ の侵略 の結果,前1425年 ク レ

タの宮 殿 は最 終 的 に破 壊 され た。以後 ミュケナ イや アテナイ には巨大 な城塞 の

構築 がお こなわれ,バ ル カ ンか ら南 下 す る民 族 へ 備 えたが,前12世 紀 か らll世

紀 末 の あ いだ,ギ リシ ア北西 部 の ドー リア人 た ちが テ ッサ ロニ ケ,ア エ トリア

な どに侵 入 し,海 路 ク レ タ,小 ア ジ ア南 西 部 に達 す る と と もに,陸 路 ペ ロポ ネ

ソス半 島 に はい った結果,半 島 に先 住 して い た アカ イ ア人 はイオニァの 島々に

追 われ,前12世 紀 半 ば ミュケ ナ イ の諸 宮 殿 は破 壊 され て しまう。「ギ リシア中

世」の この時代,ミ ュケ ナ イの各 都 市 に はポ リスが形成 され,古 来 の専 制 政 治
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は王 と戦士の議会か ら成る寡頭政治へ と移行 した(Atlas43)。

ポリスは都市 と周辺地域の住民をまとめあげる自治組織で,経 済的独立 と地

方的な宗教儀礼で特徴づけられ,ポ リス相互の関係 は平和同盟条約で規制 され

た。ポリスはその名称 を住民の居住地域か ら借 り,地 域の神およびその定めた

法によって庇護 されていた。ギ リシアの王制では王 は絶対的な権力ではな く,

ゼウスが彼 にゆだねた権力もつにす ぎなかったが,ギ リシア人がその領土を完

全に所有すると,一 部をのぞ き,王 制 中心の政治的統0は 不必要にな り,上 流

階級が王にかわ り,大 地主による貴族政治が採用 されるようになった。 さらに,

少数者の支配による寡頭政治の出現 を経て,下 層中産階級や農民の不満 を利用

した上流階級出身の王位纂奪者(テ ユランノス)に よる政治:借 主政治,が 登

場 した。借主は職人や農民層の利益のために大地主中心の上流階級 と戦 った。

このような発展の結果民主政治が成立 し,権 利 はしだいに多数の市民層に属す

ることになった(Atlas43)。

これ らエーゲ海周辺 に定住 した民族 はつ ぎの点を共有 していた。(a)前12世 紀

にさかのぼる,フ ェニキア文字を表音記号へ と変換 したギ リシア文字。(b)ミュ

ケナイ時代 に由来 し,ホ メーロスの詩歌 を産んだ神話:ア トリデスー族,ペ ル

セウス,オ イディプス,ヘ レーネなど。(c)神殿(デ ルフォイ,デ ロス,サ モス,

オリュンボス)を 共有する宗教 と制度化 した祭祀的競技会:ゼ ウスに捧げられ

たオリンピック,ポ セイ ドンに捧げ られたイス トモス競技会など。(d)ギリシア

文化 と野蛮 という対立概念(Atlas43)。

ところで,前750年 か ら550年 にかけて,ギ リシアによる植民地が各地に建設

された。 これは海上貿易 と職人階級の発展,人 口過剰に起因 している。 また,

社会的抗争の結果 としての政治的植民 とい う理由 もあった。この植民地には商

業的と農業的の2種 類があ り,本 国 とは祭祀 と習俗の同一性で結ばれ,隣 接地

域はギリシア化 された。植民はイタリア南西部,ガ リア南部におよんだが,と

りわけ,イ オニアの ミレ トスは黒海沿岸のイオニア植民地の母国で,東 方貿易

の一大 中心地であった。前700年 以降周辺諸国 と関係 をもち,イ オニア人はい

たるところその特徴 とする貨幣経済を拡張 した。その後世襲的な権力は大商人
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の家族 の もの とな ったが,悟 主 制 の も とで も民 衆 の影 響 力 は増大 した。 だが,

前546年 に は 当時 強大 とな っ たペ ル シ ア の支 配下 にはいる こととな った(Atlas

47)o

そ こで,ペ ル シ ア につ い て 一言 して お こ う。前1500年 ペ ル シ ア湾 以 東 に ア リ

ア ン人 種 の イラ ン人が北東 のバ ク トリア ・ソグ ド人 と南西 のメデス ・ペ ルシア

人 の二手 にわかれて侵入 した。以来 ア ッシ リア王 国 と国境 を接 しなが ら,前8

世紀 初 頭 に は北 方 に メデ ィア王 国が建設 され,キ ンメ ル族 とス キ タイ族 を撃 退

し,バ ビロニ ア と結 ん で前7世 紀 は じめ に はア ッシ リァ を滅 亡 させ た。0方,

そ の こ ろペ ル シ ア湾 寄 りの 地方 をアケメニデス王朝が支配 しは じめ,前6世 紀

後半 そ の キ ュ ロス1世 が メ デ ィ ア を征 服 した。彼 は リデ ィアに も勝利 し,イ オ

ニ アの植 民 都 市 をそ の手 に納 めた。以後バ ビロニア も征服 し,前6世 紀 か ら5

世 紀 に か け て は ダ リ ウス1世 が 大 ペ ル シ ア帝 国 を建 設 して,前494年 ミレ トス

を破 壊 し,エ ジプ トに遠 征 し,イ ン ドを征 服 して,さ らに,ト ラ キ アや マ ケ ド

ニ ア を も支配 したが,ギ リシ ア諸 都 市 の うちで スパ ル タとアテナ イのみ は屈 し

なか った。結局,前490年 マ ラ トンで ア テ ナ イ に敗 れ,ア テ ナ イ の ギ リシ ア に

お け る指 導 的地位 が確立 す る。前480年 に はペ ル シ ア軍 が テ ル モ ピ レー でスパ

ル タ軍 を破 ったが,サ ラ ミス の 海 戦 で ア テ ナ イ海 軍 に敗 北 した。翌前479年 ミ

レ トス近 海 で の ギ リシ ア軍 の勝 利 はペ ルシアの侵 略 を終息 させ,以 後 ギ リシ ア

は文 化 的興 隆 期 をむ かえ ることになる(Atlas41,53)。

2古 代 ギ リシア に お け る宗 教

さて,前5世 紀 前 半 まで の ギ リシ ア に お け る宗教 について瞥見 してお こう。

まず,2種 類 の古 代 文 化 が ギ リシ ア宗 教 の形成 に影響 してい る。0つ は地 中海

的基 層 で,豊 饒 の女神,大 地 も地 下 の 世 界 もつ か さ ど る海 の女神,周 期 的 に死

に ゆ く春 の神 と地 域 の神 々 とで あ る。 も うひ とつ は前19世 紀 以 降 の イ ン ド ・

ヨ ー ロ ッパ 人 の侵略 に由来す る もので,法 の 番 人,神 々 の創 造 主,嵐 と光 の神

ゼ ウス と炉(家)の 女神 ヘ ス テ ィアで あ る(Atlas45)。

前17世 紀 以 降 これ らの意 想 は ミノ ア文 明の影響 下貴族 的 なク レタ ・ミュケナ

イ社会 において融合 し,ゼ ウス,ヘ ー ラ,ポ セ イ ドン,ア テ ーナ イ,ヘ ル メ ス,



古代エジプ トおよび古代ギリシアにおける知の系譜(29)

アルテ ミス,ア ポロン,エ イ レーテユイア(後 のデ ィアーナ),そ して,お そ

らくは,デ ィオニュソス という神々となった。 ミュケナイ階級社会の封建的宗

教 は,さ らに,ホ メーロスの歌 う貴族的宗教へ と変身する:天 の神ゼウス,そ

の妻で家庭 と結婚の女神ヘーラ,大 地の神デーメーテール,海 の神 ポセイ ドン,

鍛冶屋の神ヘファイス トス,軍 神ア レス,純 潔 ・知識の神 アポロン,そ の妹狩

猟の女神 アルテ ミス,愛 の女神アフロディテ,交 易の神ヘルメス,学 芸の神 ア

テーナイ。ほかに自然力,天 体(日,月),抽 象概念(希 望,闘 争)の 人格化

といった地方神 も存在 した(Atlas45)。 だが,ギ リシアの宗教 には 「確定 し

た教義 も教典 もなかった。古代のギリシア人にとって宗教 とは,… …何 よりも

供犠や祭儀挙行 などの行為その ものであ った」(桜 井19)。

ギ リシ ア人 の宗 教 心 の特 徴 は 〈人 間 と神々 との 日常 的 共存〉 にあ る

(Vegetti256)。 ギ リシアには祭祀執行 の職業的神官は存在せず,一 定期間す

べての市民が祭祀 をおこない,ま た,宗 教上の真理を判定する階級的教会制度

も守るべ き強制的教義 もなかった。世界創造神話において も神々は中心的役割

を演ず ることな く,ギ リシア語には 「宗教」にあたる語句 も存在 しない。もっ

とも近いeusebeiaな る語 も神への畏敬 をあ らわす祭礼の実行 を,「信仰」の語

も神 に儀礼上の配慮 をささげることを意味 したにす ぎない(Vegetti256)。

これらの特徴 を形成 した要因は二つあって,ホ メーロス(前9世 紀半ば)の

イリアスやヘシオ ドス(前8世 紀半ば)の 神統系譜論を代表 とする叙事詩 とそ

れをお ぎなう図像的表現 とであった。叙事詩はギ リシアにおいて代々継承 され

て きた神々 と世界 を支配する超 自然的な力の匿名の神話的な説明に由来す るが,

この多神教的な混乱 した伝統的な説明方式を叙事詩は擬人的につ くりかえて,

一種の知的革命 をな しとげたといわれる。それは主人公の名前や性格,出 来事

の場所などを明示することで,貴 族制時代のギ リシア文化およびその植民への

努力 との関連で神々の世界 を擬人的に描 きだしたのである。そこでほ神々は美,

力,知 性 を極限にまでたかめて不死性 を付与された英雄 として表現 された。人

間と神 とのあいだをへだてる閾は詩人の想像力の産物で,た えず こえられると

ともに両者 を結ぶ絆 も存在 した。そこで,神 と人間の世界はたえず重な りあ っ
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ていた(Vegetti261-3)。

このような神 々はポリスの枠組み とい う公的生活の社会的空間にはめこまれ

て決定的な変革 をこうむ り,オ リュンボスの神々は市民たちとおな じくポ リス

への奉仕を要求 されることになった。この奉仕 とはポ リスを防御 し,そ の繁栄

を保証 し,都 市 の活動 を援助 し,守 護す ることであった。戦争,植 民地建設,

法律の制定,条 約の締結,婚 姻の成立 といったすべてが神 の庇護のもとでおこ

なわれ,一 定の儀式 と供犠 とが もとめられた。人間と神 とのこの市民性の共有

は都市の中央,そ の公的空間の中心で,都 市のあらゆる場所から見 とおせる神

殿によって表現 された。神殿 は公開で全市民の共有物であ り,そ の儀式は都市

の一体化の表現 として緊密な市民組織の一環 と見なされた。神殿を運営 し,儀

式を主催する神官 も行政職同様,選 挙 もしくは くじ引 きで選出されたのである

(Vegetti267-9)。

神 々への生 け賛 は神 と人間のあいだの友好の証で,ギ リシア人にとって特別

の意味をもっていた。生け賛の起源は動物の肉の食用部分を人聞に,他 の部分

を神 にのこしたプロメテウスの好計にあったので,人 間と神 とのあいだには食

事をともにしえない亀裂が生 じた。そこで,神 が生け賛 の宴席を主催するとき,

人間は神が浄めた肉を食することで この亀裂をうめあわせ ることになった。 こ

の供儀 とそれにつづ く宴会はパ ンアテナイ祭のようにお祭 り気分でおこなわれ,

社会集団のまれにみる自己昂揚の事例 といわれる。前5世 紀のアテナイは実 に

各年100日 をこの種の祭典についや したという(Vegetti269-70)。

しか し,こ のような 祭礼はギリシア宗教の陽の部分で,対 立する陰の部分 も

あった。それは英雄的なオリュンボスの神 々の支配で きない,目 に見えぬ 〈死

の恐怖〉 に関す るもので,黄 泉の国の神ハデスは祭礼 も神殿 ももたぬ神であっ

た。見ることも語ることもで きぬ稼れ と見なされ るすべてはオ リュンボスの

神々の領域から排除 され,異 なる宗教的要求を生ぜ しめて,そ こから秘儀 とそ

の伝授 とが発生 した。ポリスと密接 に結 びついていたギ リシアの宗教において

は,不 敬(asebeia)と は個人のポ リスへの統合の拒否 を意味 していたが,他 方

個人的な秘儀伝授によってはじめて加入で きる制限された非市民的な小集団 も
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存 在 して,こ の 秘 儀iが ミ ュ ス テ ー リ ア(mysteria)に ほ か な ら な か っ た

(BrissonlV2870)。 だ が,ギ リシ ア に お い て は こ の秘 儀 も特定 の人 々に限定

されず,異 国 人,奴 隷,女 性 をふ くむ全 市 民 に 開 か れ,ポ リス の構 成 員 とい う

以 上 に,個 人 す べ て に む け られ て い た(Vegetti271)。 ア テ ナ イ北 西 の古 都 エ

レ ウシ ス の秘儀で は死 と再生 の循 環 と救 済へ の希望,死 か らの逃 避 が 言 及 され

て い る。 しか し,ア テ ナ イで はエ レウ シス の秘 儀 も制度 内に しっか り組み込 ま

れ,ア テ ナ イ民 主 制 度 の発 展 史上 重 要 な意義 をもつ もの となった(桜 井80)。

とこ ろが,ギ リシ アの伝 統 的心 性 で あ る 〈浄め〉 に関連す る秘儀 を もつ宗 派

で は事 態が こ となる。そ もそ も,ギ リシ ア の神 々 は 〈力〉 で あ り,そ の組 織 は

力 の序 列 か らな り,人 格 神 の形 成 に必 要 な個 体 化 の概 念 は神 に も人間 に対 して

も存 在 しなか った(Vernant,Mythe362)。 ゼ ウ ス さ え,そ の 力 の 局 面 に応 じ

て 「王 ゼ ウス 」,「救 い 主 ゼ ウス」,「恵 み深 きゼ ウス」 とい っ た異 なる呼称 を も

った(Vernant,Mythe363n.23)。 また,ギ リ シ ア語 の 〈聖 な る〉(hieros)は

「強 い」 を語 源 と し,自 然 や 人 間生 活 に干 渉 す る超 自然 的な力 を意味 し,祭 儀

に 関 す る諸 事 を 内容 と して い た。 そ して,〈 椴 れ〉(miasma)は 社 会 的秩 序 を

維持 す る神 々 の特 権 や掟 を犯 し,祭 儀 の聖 な る場 所 に侵 入 す る こ とを表現 して

いた。 それは通常 の法律 をこえ罪あ る人間に神が復讐 を くだす罪科であ った。

この汚れ を洗 い ながす のが 〈浄 め〉(katharsis)で,こ の発 想 は哲 学 に も影 響

して,人 生 そ れ 自体 が 肉体 か らの 浄化 の過程 で,霊 魂 は最 終 的 に 肉体 の輻 か ら

解 放 され る とい う思想 を生 んだ(Vegetti258-61)。

デ ィオニ ュ ソス 派 とお な じ文 化 ・社会 的環境 にお いて前6世 紀 に生 まれ,秘

儀 とそ の伝 授 に よ って名 高 い オ ルペ ウス派 は,ス キ タイ人 に由 来 す る とされ,

不 死 に対 す る イ ン ドーペ ル シ ア的な信仰 を説 いた。 この宗派 は浄 めに関連 す る

宗派の代表 でその特徴 をそ なえてい る。社会 的にはポ リス社会の疎外 者 に結 び

つ き,オ リュ ンボ ス に統 合 され ぬ代 替 物 と して出現 した。信 者の純 潔 を結果 す

る規則 や戒律 に縛 られた生活が救済 と浄 めの道 をえ らんだ少数者 を他 の稜 れた

市 民 たち と区別す ると説 いたので あ る(Vegetti273)。 オ ルペ ウス 派 の神 統 紀

に よれ ば,初 期 の混 沌 か らゼ ウスが 誕 生 し,ゼ ウス とそ の 母 デ メ ーテ ー ル の娘
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コ レーとのあいだの子 としてディオニュソスが生 まれ,彼 が王位 につ くと,こ

れに嫉妬 した巨人がディオニュソスを誘いだ して殺 し,八 つ裂 きにして食べて

しまう。 これを知 って怒 ったゼウスは巨人たちを雷撃 して焼 き殺す。そのとき,

巨人たちか らたち昇 った蒸気か ら人間が誕生 した(BrissonIV2885-6,V66)。

伝承では,オ ルペ ウスは トロイ戦争以前のギ リシア最初の詩入,詩 神カ リオペ

の息子,ト ラキアの王子 とされ,音 楽家,歌 手 として も名高 く,彼 の歌は野獣

をも魅了 した(BrissonIV2873-4)。 彼 自身の伝説性 はもとよ り,オ ルペ ウス

教の実在性 もまた疑問視 されるようになっているが,ド ッズはつ ぎのように結

論 している。オルペウス派において三つのことが教えられていたことは しっか

りした典拠に もとついて言える。すなわち,肉 体 は霊魂の牢獄である;菜 食主

義は生活上の本質的な掟である;罪 のいまわ しい結果は,こ の世においても次

の世において も,祭 儀的手段 によってこれを洗い去 ることがで きる,の 三つで

ある。いわゆる 「オルペウス教的」教説の中で もっとも有名な ものは魂の輪廻

転生であるが,こ の教説が教 えられていた という事実 は古典時代の誰によって

も直接には証拠だて られていない(183)。

オルペウス派 と表裏一体 となって発展 したディオニュソス派の祭儀の社会的

機能 も本質的に浄化であった。アポロンがいつ も最良の社会的秩序の中で安定

の守護神 として働いたのに対 して,デ ィオニュソスは 「悦びの神」 として社会

から疎外 された 「自由な平民」だけでなく奴隷にさえその悦びをあたえる民衆

の神であった。個人がはじめて家族的連帯から離脱 し個人的責任の重荷を担い

は じめたアルカイック時代 にデ ィオニュソスの祭儀は神愚 り的な狂乱の舞踏に

よって個人 を責任放棄の衝動か ら解放 したのである(ド ッズ93-5)。

古 くか らピュタゴラス派 とオルペウス派 との関連 を述べた文書が存在 してい

るが,両 者がどの程度の関連 をもっていたのかは明らかではない。 ドッズは両

者が ともに菜食主義であったが,ピ ュタゴラス派のアポロン中心 と貴族主義,

理性主義に対 して,オ ルペウス派のデ ィオニュソス中心 と非貴族主義,神 話的

思考 とを明瞭な差違点 としてあげている(211n.95)。 前4世 紀 には医学の神 ア

スクレビオスの宗派がアテナイに出現 したが,人 々のあいだでは しだいにこの



古代エジプトおよび古代ギリシアにおける知の系譜(33)

種の混清的宗教への疑惑が強 くな り,神 話信仰 は合理的理性の発展 とともに社

会的にも思想的にも動揺をきたして多 くの軋礫 を生むことになった。

3古 代ギ リシアにおける文字 ・算法 ・暦法

さて,こ の地域におけるその他の文化 ・思想の面に眼 を転ずることにしよう。

まず,基 本的な文字について言 えば,エ ジプ トの絵文字の影響下に出発 したク

レタの線文字Aは 前1700年 か ら1500年 にかけて,つ いで,よ り簡略化 された線

文字Bが 前X200年 にかけて用いられた。それ以後,フ ェニキア文字か ら発 した

ギリシア文字が前12世 紀 にはじまる ドーリア人の侵攻を機にギ リシア全土にひ

ろまった。表音記号 としてのフェニキア文字は模形文字やエジプ ト文字に比べ

て筆記 をはるかに容易 にし,オ リエ ン トにおいて神官 ・書記 とい う特定集団に

ゆだねられていた筆写の仕事 を一般に解放 して,以 後の文化の伝播および教育

に貢献すること多大であった。ギリシアにおける理論的知識の飛躍的な発展 に

対するギ リシア文字の影響 はい くら評価 して も過大にす ぎることはない。

数記法 は10進 法 を採用 し,エ ジプ トとほぼおなじ水準 にあって,そ れにもと

つ く算法 も他民族に比べて容易 ということはなかった。古代ギ リシアの暦法 も

バ ビロニアのそれに近 く,8年3閏 の法 を採用 した陰陽暦で,1年 は夏至 には

じまった。 ミノア文化 とスパルタにおけるこの8年 周期 と政治体制および宗教

的祭祀 との関係 も指摘 されている(Vernant,Mythe379n.15)。19年7閏 の法

はその周期がメ トン周期 として前5世 紀に知 られていたが採用 されなかった。

エジプ ト伝来の方法で1日 は24時 問にわけられたが,年 号の定め方 は都市 によ

って異な り,権 力者や巫女が定めた時期 もあったが,前300年 になると歴史家

はオ リンピァー ドを基準 として用いるようになった(ピ ショ 下41-2)。

このように,古 代オ リエ ン トの文化を特徴づけていた実際的な技術 と知識の

範囲においては,前6世 紀以前のギ リシアが特別す ぐれていたと主張す る根拠

はない。ただ,絶 対君主制 を制限する寡頭制,借 主制,民 主制の採用において

ギ リシアの政治 ・社会は特異であったの と同様 に,実 際的な効用 を求めない理

論的な知識の領域では,他 の地域では見 られなかった独 自の特徴 を発揮 してい

る。それは通常 「自然哲学」 とよばれる領域で,い ま,そ の主要な特質につい
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てのみ考察 してお く必要がある。

4古 代ギ リシアの思想

自然哲学者の主張の吟味するまえに,彼 ら以前(前7世 紀前半まで)の ギ リ

シア思想の特徴について考察 してお こう。古代ギ リシアの代表的作品といえば,

まず,ホ メーロスのオデュセイアとイリアスをあげなければならない。ホメー

ロスは,ヘ ロ ドトスによれば,前9世 紀半ばに生 きた小 アジアのギリシア人と

いわれる。彼の叙事詩における説明様式 は 「ホメーロス宗教 なるものはまった

く宗教的でない」 という古典学者の主張があるほど非宗教的で合理的ともいえ

る ものであるが,そ れには注 目すべ き特徴がある。 ドッズによれば,『 オデ ュ

セイァ』 の最大の特徴 は,登 場人物たちがあ らゆる種類の(肉 体的ならびに)

精神的事件 を,無 名で不定のダイモーンもしくは 「神」 もしくは 「神々」の介

入に帰する,と いう点である。 これ らの曖昧模糊 とした存在 は,『 イ リアス』

で神 々がするように,危 機 に際 して勇気 を吹 き込んだ り,分 別 を取 り去 った り

で きるのである(13)。 ある人物が 「胸の内にメノス(精 神 的な力,勇 気)を

感ず る」 とき,ホ メーロスによれば,「 それは神の業で,あ る神が彼 の内に

「メノス」 をおいたのだ」 ということになる(10-1)。 これは古代ギリシアの教

養の中心 をなすホメーロスの叙述方法 として,当 時の基本的な説明様式 と考え

ることがで きるであろう。

前8世 紀半ばボイオテ ィア出身のヘシオ ドスは,古 代オリエ ントの伝統 をひ

くともいえる創世神話 を 『神統系譜論』で述べているが,「 ギ リシア的奇跡」

とも称 される基本的変革が世界の創造 とその構造の説明様式に現れはじめたの

は前7世 紀末イオニアの自然哲学者の出現 とともにであった。そ して,ホ メー

ロス,ヘ シオ ドスと自然哲学者たちの出現 をわけるきわめて重要な社会的事件

は前8世 紀から7世 紀にかけての貨幣経済にもとつ く商業の発展 と平等な権利

を有す る市民からなる本来の意味でのポ リスの成立であった。この社会 ・政治

体制の変革 は思想の領域においても決定的な影響 をあたえたのである。

ソクラテス以前のギ リシア思想 を概観するにあたってはつ ぎの点を考慮する

必要がある。 まず,哲 学,自 然,宇 宙,魂,精 神 などの用語が現代 とまった く
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意味 を異 にしていることである。つ ぎに,ソ クラテス以後の思想家たちにくら

べて信頼できる資料が きわめて貧弱なため,記 述 は多 くの推測 にもとつかざる

をえない。さらに,当 時の思想家たちが後代の 「職業的哲学者」ではなく,民

主制下のポ リス国家における一市民で,ほ とん どが政治 と深 く関わ り,学 者 と

してのみ生活 していたわけではない。これ らの点 に留意 してソクラテス以前の

思想 についてい くつかの特徴 をあきらかにすることにしたい。

これらの思想家たちは地理的につ ぎの特徴 をもつ。多 くが小アジアのイオニ

ア地方の出身である:ホ メーロス;ミ レ トス学派の タレス,ア ナ クシマ ン ドロ

ス,ア ナクシメネス;ヘ ラクレイ トス;南 イ タリアで活躍 したピュタゴラスと

クセ ノバ ネス;エ レア派のメリッソス;ア ナクサ ゴラス;医 聖 と称 されたヒッ

ポクラテスなど。例外的 とよべ るのは南 イタリアの都市エ レア出身のパルメニ

デスとゼノン;シ シ リア出のエンペ ドクレス とゴルギアス;ト ラキアのアブデ

ラ出身のプロタゴラス,レ ウキッボス,デ モクリトスなどである。 しかも,こ

の地理的分布は思想面において も注 目すべ き相違点 を示 している。イオニア学

派を中心 とする東部 における自然の自立性の主張 とイタリア南部を中心 とする

西部での入間への深い関心である。以下,こ れらの点についてす こし詳 しく見

てみ よう。

前7世 紀後半以降のイオニア地方は当時の先進的な地域 メソポタミアに接 し,

海路エ ジプ トとも容易 に往来で きる位置にあった。前700年 以降は貨幣経済発

祥の地であるとともに東西交流の要衝で,経 済的に繁栄 して大商人が台頭 し,

政治的にも力をえて きた。 とくに,ミ レ トスは黒海沿岸の90に およぶ都市の首

都 として政治 ・文化の中心であった。タレスの水,ア ナクシマン ドロスのアペ

イロン,ア ナクシメネスの空気 という 「アルケー」,つ まり,原 物質(元 素)

は,世 界万物の組成あるいは生成 を凝縮や希薄化 といった自然的な機構 によっ

て 〈説明〉 しようと試み,神 の意志や業 にうったえる神話的叙述 をこえて,合

理性 を指向 している点が きわめて注 目に値するのである。

しか し,こ こで彼 らを 「自然哲学者」 とよぶときの 「自然」についてつ ぎの

点 を指摘 しておこう。古代ギ リシア人たちは神 と共存 していた。それゆえ,彼
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らをと りま く世界 は,無 生 物,人 間 をふ くむ生 物 と神 とが 共存 ・共生 していた

世界で あ って,現 在 わ れ われ が 意識 す る 「人 間 をふ くむ として も意識 的存在 と

しての人間 とともす れば対立す る自然 」 の概 念 を彼 らは もちあわせ て はいなか

った。 この種の概 念 は長 い伝 統の所 産であ る。現 に 「自然 の総体 を意味す る語

と して は,パ ン タ(タ ・パ ン タ,ト ・パ ン),コ ス モ ス が前6世 紀 後 半 に用 い ら

れ始 め,ピ ュ シス が そ れ よ りも半 世 紀 ほ ど遅 れて使用 されてい る」(広 川26)

とい う指摘 が あ る。 それ ゆ え,通 常 「自然 」 と訳 され る ピ ュ シスの語 は前5世

紀 は じめ ご ろか ら用 い られ た と考 えて よい。そ こで,こ こで は 自然 とい う語 を

濫 用 せ ず にわれわれ を と りま く環境全体 を単 に 「世界」 とよぶ ことに しよう。

そ の とき,ミ レ トス学 派 の仕 事 と は,ま ず,世 界 の説 明 か ら神 を放 逐 す る こ と

を特徴 としていた と言 えよ う。

しか しなが ら,イ オニ アの 自然 哲 学 と神 話 との あいだにある種 の類似性,と く

に構 造 的 な類 似 性sを 指 摘 す るF.M.Confordの よ うな学 者 もい る。た と え ば,

ヘ シ オ ドス の 『神 統 系 譜 論』 は世界 の創造 を概略つ ぎの ように述べ ている:ま

ず,何 の 区別 もな い カ オ ス,つ いで 大 地(ガ イ ア)が 生 ず る;カ オ ス か らエ レ

ボ ス(地 下 の暗 闇)と 暗 い夜 とが,ま た,エ レボ ス と大 地 の愛 情 関係 か ら輝 く

光(ア イ テ ール)と 昼 が 産 まれ る;つ いで,大 地 は天(ウ ラ ノス)を,さ らに,

高 い丘 と海(ポ ン トス)を 産 む。 ア イテ ール と昼 以外 の これ らの継続 的な出現

は対 立物 の結 合原理であ る 〈エ ロス〉 のゆ えで はな く,も っ ぱ ら,分 離 の原 理

に よ る もの と され る(Pincipium193-5)。 コ ンフ ォー ドに よれ ば,は じめ に無

差 別 の 状 態 が存 在 す る。つ ぎに,分 離 に よ って温 冷,乾 湿 とい う対 立 の組 が 出

現 して,空 間 を 四つ の領 域 に分 け る:火 の 天,冷 た い空 気,乾 い た大 地,湿 っ

た海 。 最 後 に,季 節 の 交代,動 植 物 の生 死 の よ う に,際 限 の な いサ イ クルで こ

れ らは相 互 に作 用 しあい,結 合 しあ う。 イ オニ ア学 派 の基 本的な概念 は,こ れ

と同様 に,原 初 の 統 一 か らの分 離,対 立 物 の絶 え る こ との な い 闘争 と結合,サ

イ ク ル 的 な変化 に も とづ き,神 話 的 な発 想 の基 盤 をあ き らか に してい る。哲学

者 たちは説明の体 系 を発 案 した とい うよ りは,む しろ,伝 統 的 な発 想 を構成 し

な お した とい うことになる(Principium165-71;FromReligion60-72)。
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彼 の意 見 で は哲 学 者 た ち は異 な る言語で神 話的 な世界創造 論 を展 開 した こと

になるが,問 題 はなぜ 彼 らが 神 話 と異 な る記述様 式 を採 用 したのかであ る。 ヘ

シオ ドスの神性 をおびた ガイ アその他 に対 して,自 然 哲 学 者 は神 か ら独 立 した

概 念 を発案 した。彼 らは定 冠詞toを つ けて,温 め,冷 や し,乾 か し,湿 らす

作 用 そ の もの,超 自然 的 な そ れ で は な く,日 常 世 界 で 見 られ る卑 近 な作 用 を語

って いる(Vernant,Mythe378-80)。 イ オニ ア学 派 の説 明様 式 は神 の 登場 しな

い世界 に内在 す る機構 に うったえて説明 しようとす る もので,神 な き世界 とい

う形 で の あ た ら しい 〈自然概念〉(physis)の 到 来 を告 げ る もので あ った。

お な じような発想 は原物質 と して火 を採用 し,そ の希 薄化 と凝 縮,さ らに,

対 立 とい った仕 組 み に よ って,万 物 の 生 成 と変化 を説 明 しよ う とした,前5世

紀 前 半 のヘ ラ ク レイ トス につ い て も言 える。 さらに,タ レス とヘ ラ ク レイ トス

にお い て は 〈必然性〉(anagke)の 語 が 用 い られ て い る こ とを指 摘 してお こ う。

タ レスで は 「必然性 が(万 物 を)支 配 して い る」 とい う表 現 が見 られ(DK.A

1;171,12),ヘ ラ ク レイ トス に お い て は 「す べ て は必 然 性(あ る い は 運 命

(heimarmene))に した が う」 と述 べ られ て い る(DK.A;1145,37)。 事 象 の

原 因 を人格 化 した個 別 的原 因 に求 める発想 にお いて は,例 外 的事 象 はそ れ に固

有 な原 因 に よって説 明 され ることが許 されるであ ろ うが,す べ て を支 配す る必

然 性 が 主 張 さ れ る ときには例外 的事 象 はその ままで は許容 され な くな る。 ホ

メーロス的な 「ダイモー ン もしくは神 の介入」 に帰す るこ とは全体 に通ず る説

明方法 の破綻 を意 味するか らであ る。 この ような意味での 〈必然性〉 が どれほ

ど明瞭 に意 識 されていたか は別 に して も,彼 ら と と もに 自然現 象 の把 握 が以前

とはまった く異 なる様相 をお び,世 界 の必 然 的 な内在 的機構 に依 存 しは じめた

こ とは否定で きない。

っつ いて,前5世 紀 に は多 元 論 が登 場 して くる。前5世 紀 半 ば に活 躍 した エ

ンペ ドク レスは,民 主 政党 党 首,医 者,詩 人,「 風 を止 め る こ との で きた」 魔

術 師,山 師 で あ った とい わ れ るが,そ れ以 後 の ギ リシ ア 自然哲 学 で重要 な役割

を演 じた4原 物 質論 の創 始 者 で,火,空 気,水,土 の 四つ の 原物 質 を主張 し,

そ れ らが 引 き寄せ る愛 に よ って ひ とつ の配列 を構 成 した り,敵 対 す る憎 しみ に
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よって分離 され た りす る,と 述 べ た(DK.A28-30)。 自然 は循 環 的 な機 械 論

的必 然 性 に支配 され,プ ラ トンに よれ ば 「運命 と一 般 によばれ る必然性 は,エ

ンペ ドク レス に よれ ば,愛 と憎 しみ に よっ て構 成 され る総 体 で ある」(DK・A

49}o

また,多 元 論 者 の ひ と りに アナ クサ ゴ ラスがい る。彼 は前480年 ご ろ ア テ ナ

イ に定 住 し,ア テ ナ イで の 哲 学 活動 の先 駆 者 となった。彼 はソクラテスの師で

あ り,ペ リク レス を は じめ アテ ナ イの 知識 人た ちに大 きな影響 をあたえたが,

当 時盛 ん に な っ た反 啓 蒙 運 動 の犠牲 とな り,前430年 ごろ不 敬 罪 に 問 わ れ亡 命

した。 彼 は どこ まで分割 して も均 質 な原物 質 と しての火,水,金 な ど を認 め た

多 元 論 者 で あ ろ う と推察 され る。彼 は宇宙 に秩序 をあたえ るヌ ウスにつ いて述

べ てい る(DK.B12)が,こ こで は,む しろ,彼 が エ ンペ ドク レス と と もに空

気 の物体性 を水時計 の管 に空気 を満た した ときの抵抗 に よって実証 した とつ た

え られて い るこ と(DK.A68-9),ま た,「 雷 は 雲 間 に消 え る火 で あ る」(DK.

A84)と 「虹 は厚 い雲 の上 の太 陽光 線 の 反射で あ る」(DK.A86)と い う主 張

に注 目 して お こ う。'

彼 よ りも若 く,前5世 紀 半 ば か ら後 半 にか け て活 躍 したいわゆる原子論者 レ

ウキ ッボス とデモ ク リ トス は,大 き さ も数 も無 限定 な原 子 の渦 状運動 に よって

あ らゆる合成物が産み出 され,火,水,空 気,土 も合 成 され る と主 張 した。 し

たが って,彼 らは空 間 と物 質 とを分離 し,原 子 の動 く場 所 と して の虚 空 を認め

た。 これは従来のギ リシア思想 の特徴 であ る連続 的な充満体 と しての世界 を否

定す る もので,同 時 に,彼 らは事 物 はす べ て,魂 もふ くめ て,旋 風 に よって 産

み 出 され,こ の旋 風 を彼 らは必 然 性 と呼 ん だので,す べ て は必 然 性 に よって 支

配 され る と考 えた。 「いかな る事 柄 も偶然 には生 じない,す べ て は必 然 性 に よ

って生 ず る」(DK.LeukipPosB2)。 そ して,い か な る ロ ゴス もヌ ー ス もな く,

ア リス トテ レス の言 うよ うに,「 いか な る 目的 因 もな く,機 械 的 な必 然 性 に よ

って支 配 され て いる と主張 して いた」(DK.LeukipposA7-9,DemokritosA1,

64)。 この 原 子 論 者 と アナ クサ ゴ ラス のあ いだには機械 論的必然性 に服 す る魂

とそれ とは独立 なヌウス とい う対 立的 な主張 が認 め られ ることは注 目 して よい
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であろう。

これ まで述べた思想家たちと異な り,ギ リシア西端に位置するイタリア南部

において前6世 紀後半 に活躍 していたのが ピュタゴラスであ り,さ らに,前5

世紀に活躍 したのがエ レア派の人々であった。 これら両派の思想は自然探究よ

りもむしろ理論の展開の方法その もの,数 と論理の方に関心が向いていたこと

は興味ふかい。

ピュタゴラスはメソポタミアのみならず,ペ ルシアにも赴いてゾロアスター

教 にもふれ,ま た,エ ジプ トにも旅をしたともいわれ,そ の後,サ モスでの専

制君主 との政治的諄いの末に南イタリアのクロ トンに居 をさだめた。彼の学派

はオルペウス派 とも関係 をもち,数 秘術 を中心 とする秘密結社的色彩 をおびた

ものであった といわれるが,こ の学派の特徴であった 〈数理思想〉がすべて神

秘思想 に類す るものであったわけではない。

この学派 は数の表現法 として注 目すべ き幾何学的図形 を採用 した。奇数列の

和は1+3+5+…+(2n-1)=n2が 示す ように正方形で表現 され,

偶数列の和は2+4+6+…+2n=n(n+1)が 示す ように長方形に

よって,さ らに,連 続す る奇数 と偶数の和 は1+2+3+4+…+n=

(n(n+1))/2が 示す ように三角形(nとn+1の 辺 をもつ長方形の面積の

半分 をもつ三角形)に よって表現で きる。また,そ の約数すべての和に等 しい

数,た とえば,6=1+2+3は 「完全数」 とよばれ,10=1+2+3+4は

最初の4個 の整数すべてをふ くみ,1は 点,2は 線,3は 面,4は 立体を表わ

す と考 えられたから,特 別な数 としてテ トラクテユスと名づけられた。この よ

うな数の特性についての考察は実用的な目的 とはほど遠 く,い わば理論的な興

味から発すると言って よく,ま た,そ の考察に見 られる幾何学的性格は彼 らの

心性 を幾何学へ と向けるのに貢献 したと考 えられる。「ピュタゴラスの定理」

の証明が本来 どのような形であったかはあ きらかではないが,直 角三角形の辺

のうえの正方形 を正方形数で表現すれば,視 覚的にそれらのあいだの関係が表

示できるケース(辺 の比が5:4:3の ケース)の あることを考えれば,元 来

の証明がそのような発想に由来 していたことも十分想像で きる。
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ピュタゴ ラス派 は数 の基本的 な性質の考察 に くわ えて,3個 の 数 の あ い だ の

つ ぎの比 例 関係 に 関心 を抱 いた。算術比:a-b=b-cの と き,b=(a+c)/2;

幾 何 比:a/b=b/cの と き,b-v/-ac;調 和 比:a-b/b-cニa/cの と き,b=

(2ac)/(a+c)。 と くに,調 和 比 は この学 派 独 特 の もので,そ れ が音 程 を支 配

して い る こ との認識 は,音 楽 の 数学 的考 察 を促 し,後 世 音 楽 を数 学 の0分 科 と

み なす 伝 統 を構 成 す る こ とになった。12,8,6は 調 和 比 をなす が,そ れ らの

あ い だ の比例 関係,12/6,12/8,8/6(つ ま り,2/1,3/2,4/3)は,そ れぞ れ,

自然 音 階 にお け る8度,5度,4度 の完 全 な協 和 音 の 関係 を示 して いる ととも

に,立 方体 にお け る稜,頂 点,面 の数 の あ い だ の 関係,さ らに,テ トラ ク テ ユ

ス を 構 成 す る 数 の あ い だ の比 例 を示 す もの と して 重 要 視 さ れ た の で あ る

{Tannery391-3}o

この比例 関係 と ピュ タゴ ラス の定 理 は ともにピュタゴ ラス派 の重要 な業績で

ある 「無理数の発見 」 と結 びつ いてい る。い ま,「2の 平 方根 が無 理 数 で あ る」

こ との ピ1ユタ ゴ ラス 自身 の もの で は な い に して も,ピ ュ タゴ ラス派 初 期 の もの

(一 説 に よ れ ば,前450年 ご ろ の メ タポ ン トス の ヒ ッパ ソ ス の もの(Cohen-

Drabkin14n.1))と 考 え ら れ る 証 明 法 に つ い て 考 察 しよ う(Cohen-Drabkin

13)。 も し も2の 平 方 根 が 有 理 数 で あ る とす る な らば,a/bの 形 の既 約 の比 で

表 現 で きる(無 理 数 とは この 形 で 表 現 で きな い数 であ る)。 既 約 で あ る以 上a

もbも 偶 数 で は あ りえず,少 な くと も一 方 は奇 数 で な け れ ばな らない。 そ こ

で,2=a2/b2で あ るか ら,a2=2bzで あ るが,そ の と き,a2は 偶 数 で な け

れ ば な らな い 。 それ ゆ え,aも 偶i数で あ る。 そ こで,a=2cと お くとb2=4c2

とな りbも 偶 数 と な って,矛 盾 が 生 ず る。 これ を 直 角二 等 辺三 角形 の直角 を

は さむ2辺 と直角 に対 す る辺 に適 用 す れ ば,ピ ュ タゴ ラス の定 理 に よ り後者 は

a2士2b2の 形 とな り,そ の 「通約 不 可 能性 」 が帰 結 す る。

この議論 には注 目すべ き点が存在す る。 ここでの論法 は後 に言 う 「背理法」

(間接 証 明 法)で あ って,前5世 紀 中葉 に活 躍 した エ レア派 の ゼ ノ ンの議論 と

ともに,論 理 的手 法 の重 要 な表 現 で,お そ ら く,学 問 史 上 も っ と も古 く明瞭 な

形 で 出現 したケ ースの ひ とつ と見 な され る。 それゆえ,単 な る経 験 的 な算 法 や
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近似の領域 をこえて数学的知識 に証明による論理的構築 というまった く新 しい

局面を導入 したとい う点で,ピ ュタゴラス学派の貢献はきわめて重要である。

ピュタゴラス学派の数学的関心の背後にはそれを支える数神秘主義があった と

いわれるが,こ れ らの数学的業績 には神秘的要素は皆 目見あたらない。彼 らの

数神秘主義 は,数 への関心 をかきたてる要因ではあって も,数 学的知識の主要

な構成部分 として表面化することはな く,そ の知識は背後の神秘主義 とは独立

に存在 していた。

ピュタゴラス学派の天文学説について も簡単に触れてお く必要がある。 まず,

大地および天体一般が球形 をしていると主張 したのは彼 らが最初であるとされ

ている。それは,お そらく,球 が もっとも完全 な形態であるとす るギ リシアの

伝統的な信条に由来するものであろう。第二に,大 地の回転の主張があげられ

る。 これはシラクサのヒケタス(前4世 紀)の 主張 とされるが,そ れはつ ぎの

クロ トンのピロラオス(前5世 紀)の 独創的な学説 と結びついていた。彼は宇

宙の中心に火 をおき,そ の回 りを反大地,大 地,月,太 陽,水 星,金 星,火 星,

木星,土 星および恒星の球面がこの順でならび,回 転するというモデルを提出

した。大地の上の人間はこの中心火の反対側 に住 むのでそれを見ることがで き

ない。これはおなじクロ トンのアルクマイオン1(前6世 紀の医者)の 惑星の不

規則運動を二つの異 なる円運動の合成 と見る考え方 とともに後のギリシア天文

学の思考法 「円運動 による天体運動モデル」 に重要な影響 をあたえたと言って

よい。 また,ピ ロラオスは正立方体 に土1正 三角錐 に火,正 八面体に空気,正

二十面体 に水,正 十二面体には恒星球を対応 させ(DK.A15),こ れはプラ ト

ンの 『ティマイオス』 に伝承 した といわれる(DK.A1,13)。

す こしお くれて前5世 紀前半 にエ レアの町で生活 し,「 馬は馬の形で,牛 は

牛の形で神の姿 を描 く」 と宗教 を椰楡 したクセノバネス(DK.B15-6)の 弟子

であったともいわれるのはパルメニデスであった。当時の南イタリアはピュタ

ゴラス派の影響下にあったから,彼 がその影響 もうけたであろうことは推察で

きる。彼の主張の細部 は不明であるが,残 された断片によるとつ ぎのように要

約で きよう。存在はあ り,無 はない;存 在 と思惟 は同一で,語 られうることと
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考えられうることは存在す る;存 在 しないものについて言 った り,考 えた りす

ることはで きない(DK.B8)。 通常,こ の主張を彼 は 「真理の道」 とよび,そ

れに対 してその自然学的な教説 を 「憶測の道」 とよんだとされている(DK.B

1-2)。 さらに,彼 は大地は球で宇宙の中心であることと,火 と土の2原 物質説

を説 くとともに,宵 の明星 と明けの明星の同一説 を主張 した(DK.A40a)。

パルメニデスが提起 した 「有」 と 「非有」の対立,と くに 「あるものはあ り,

ない ものはない」 という主張は運動,生 成 ・消滅 といったあらゆる変化 の否定

に通ずるから,当 時の人々に大 きな衝撃 をあたえたことうたがえないが,こ こ

で注 目したいの は,彼 においては じめてそれ までの 「存在す る諸事物」(ta

onta)と いう複数表現が 「存在者」(toon)と い う単数表現へ と変化 して存在

概念の一般化,抽 象化が見 られ,存 在者 の単一性が主張 されている点である

(Vernant,Mythe399)。

ここで,前4世 紀中葉 に生 きた彼 の弟子エ レア派のゼノンについて0言 して

おこう。彼の名で知 られる4個 のパ ラ ドックスは,い ずれ も,背 理法による議

論によって師の主張 を弁護 しようとしていると解釈で きる。彼の議論 は,空 間

もしくは時間の無限分割可能性 と運動 との両立不可能性 を示 して,分 割不可能

で不動の一者 を主張する師パルメニデスを無限分割の可能性 と運動の両者 を認

めなが ら攻撃 している敵対者の主張の内在的矛盾 をあ きらかにす ることによっ

て論駁することにあ り,そ れゆえ,ピ ュタゴラス学派の議論 におけるように,

ここで も間接証明としての背理法が用いられていることは注 目に値す る。

エ レア派の登場 とともに,「 あること」,「語 ること」,「思惟すること」 の区

別 と同時にその同一性が主張されて,語 り,思 惟するものとしての人間がそれ

以前の無差別で平板 な世界か ら浮揚 しはじめたことは事実であろう。世界は し

だいに 「自然」 とそれに解消 しつ くせ ない 「人間」あるいは 「思惟する魂」の

併存の色彩 をおびるようになる。そ して,こ のような変化の背景にある宗教的

な要因を指摘 してお く必要がある。前6世 紀から5世紀にかけてオルペ ウス派 を

代表 とする反体制的な宗派にあってはあたらしい霊魂観が形成 されつつあった。

人間において魂は地上生活に無関係 な要素 として現われた,神 に似た外来の存
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在であるという思想である。そ して,東 方の賢者たちマゴイが説いたように,

禁欲 と精神的集中によって魂を支配 し,気 息の停止 によって身体に分散 してい

る魂 を集中させて,そ れを肉体から解放 し神的な起源 にさかのぼらせ ることが

できる。 この発想には身体 という自然的な対象か ら離れた霊魂独 自の存在が語

られている。 この思想は肉体か らの離脱 による魂の非個人化 という0面 をもつ

とともに,物 質的な肉体の非個体性 に対する永続的存在 としての魂の個体性 を

主張する反面 も有 していた(Vernant,Mythe868-9)。

さて,今 後の議論において無視で きないのはソピス トの存在 と彼 らの主張で

ある。彼 らの出現が5世 紀半 ばか ら4世 紀末 にかけてのアテナイにおける民主

政治の発展 とかかわるところ大 きかったことは否定で きない。 ともか く,ペ リ

クレスも言っているように,ア テナイ人 はすべて政治の健全な審判者であった

が,そ れには対立する意見のあいだでその証拠 を評価 し裁定 を下す訓練が必要

であった。 しか も,議 会において判断 し投票するためには,単 なる傍観者にと

どまらず,積 極的な役割 を演ず ることも要求 され,説 得力 をもつ議論を展開す

ることももとめ られた。

そこで,前5世 紀半ばにはlogographoiと よばれる人々が現われて,他 人の

ために法廷や議会での演説草稿の執筆 を請けおって報酬をうるようになった。

おそ らく,こ のような傾向の延長 として弁論術 を職業的に教えるソピス トが登

場するようにな り,プ ラ トンによれば,そ の最初の人物が前5世 紀 中葉のプロ

タゴラスであった。彼 は 「人間は万物の尺度である」 という言によって有名で

あるが,ま た,神 に関する知識 を否定 して,神 々が存在するのか しないのか,

あるいは,彼 らがどのように現われるのか,知 る術 をわたしはもたない と主張

した といわれる(DK.B4)。

ソピス トたちのうちで もっとも高名なゴルギアス(前5世 紀後半)は 『葬送

演説』の断片,『 ヘ レーネ頒』,『パ ラメデス弁護』 などの著作 をあ らわ したと

いわれるが,こ れらに共通に見 られる議論の特徴 は,「 選言的論法」といわれる

ものである。一つの例 をひこう。『ヘ レーネ頒』(DK.B11)に おいて,ヘ レー

ネの行為について四つの可能性が区別 される。(i)ヘレーネは神 もしくは運命に
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よって強制 され た;(ii)彼 女 は力 で強 制 され た;{iii}彼女 は議 論 で 説 得 され た;(vi)

彼 女 は欲 望 の虜 とな った。 そ こか ら,ど の よ うな説 明 が な され よ う と,ヘ レー

ネ は有 罪 と され るべ きで は ない,と い う結 論 を彼 は ひ きだ す の で あ る。 『パ ラ

メデ ス弁 護i』(DK.Blla)に お い て も同 様 な 論 法 が 用 い られ る。彼 の分 ける

ケースは相反的で も網羅的で もないが,そ れ で も,彼 の論 法 はあ る命 題 が 真 で

あ る な らば,そ れ に従 属 す るい くつ か の命 題 の うちのある ものは真で なけれ ば

な らない,と い う前 提 に立 って展 開 され て い る。 そ して,注 目す べ き こ とに,

彼 は説 得 は ロ ゴ ス の力 に よる こ とを主張 してい るので あ る。 「説得が ロゴス に

加 わ って欲す る ままに魂 を印象づ ける とい うことは,ま ず,[天 体 と大 地 につ

い て研 究 す る]気 象学 者 た ちの ロ ゴス か ら」,第2に,「 ロ ゴ ス を とお して お こ

なわ れ る強制的裁判 か ら」,そ して,第3に,「 哲 学 者 た ち の多 くの ロ ゴ スの抗

争 か ら学ぶ こ とがで きる」(DK.B11(13))。 こ こで,ロ ゴ ス の語 は 「言 葉 」,

「議 論 」,「談 話」 とい った 多 義 的 な用 法 を もち,ま た,ゴ ル ギ ア ス は臆 見 を真

理 か ら区別 してい るこ とに注意す る必要が あるが,こ れ らの例 示 に気 象 学 と哲

学 とな らんで,法 廷 が あ げ られ て い る こ とは興 味ふかい。5世 紀 半 ば 以 降 アテ

ナ イ を中心 とす るギ リシアにお いてはロゴスに よる説得 の術 が重要視 され,そ

の教 授 を専 門 とす る ソ ピス トた ちの台頭 を見 たが,同 時 に,彼 らは伝 統 的 な信

念 の批 判 者 とい う役割 もはた していた。 さらに,ア リス トテ レス にお い て重 要

な意 義 をあたえ られる こ とになった 〈論証す る〉(apodeiknumi)の 語 が 分 詞 の

形 で登 場 す る こ と も注 目 して よい(DKBa(36))。

か く して,ギ リシ ア 人 の 「世 界 」 にお い て は,ま ず,神 の業 に も とつ くホ

メ ー ロ ス的 説 明様式か ら,イ オニ アの 思 想 家 を中心 とす る原物 質 と機械論的必

然性 の主張 に よって神 が姿 を消 し,イ タ リア南 部 の ピュ タ ゴ ラス派,エ レア派

の主 張 と と もに人 間 の 思惟 が しだいに 日常 的世界 か ら浮揚 しは じめて,人 間 を

ふ くみ なが ら もそ れ と向 か いあ う自然 の姿 がおぼろげなが ら も浮 きだす ように

な った。 それ とともに,こ の 時 期 まで の ギ リシ ア哲 学 思 想 の重要 な特徴 と して,

ソ ピス トに見 られ る よ うな 「説得 とは」,「論証 とは」 とい った方 法 論 的 ・知識

論的 な議論が展 開 されてい る点があげ られ る。 これ はオ リエ ン トにおけ る各種
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の知識が単なる知識の集積以上の ものに出なかったのに対 して知識の問題がま

った く異なる局面にはいったことを意味 し,知 識の歴史において もっとも注 目

すべ き点である。

5古 代ギ リシアにおける医術

さて,最 後に,説 得 においてはソピス ト以上に実際的必要に迫 られ,ま た,

古代 における学問 としては天文学,数 学 とならぶ地位 を占める医術 について考

察することにしよう。ギ リシアにおける医術 も古代オリエ ントと同様 に,宗 教

と密接 な関連の もとに進展 してきた。医術 の神 としては最初 にアポロンが,つ

いで,そ の子 アスク1/ピ オスが登場するが,医 術 は彼 らに捧 げられた100を こ

す神殿 において神官たちがとりおこなう儀式であった。アルゴリス地方のアス

クレビオスの神殿エ ピダウルスの碑文(前4世 紀後半)に よれば,神 は患者の

体 にふれて薬剤の使用 を命 じた り,夢 のうちに医者の姿で現われて,外 科医と

して手術 をおこなった りす る(Lindberg113)。

ところで,こ の碑文 よりも古 く,ギ リシアにはさまざまな医術の学派があっ

た。クロ トン,シ シリア,ク ニ ドス,コ スの諸学派であるが,な かで も,著 名

なのはコス学派であって,こ れは前460年 ごろ ミレ トスの対岸 コス島に生 まれ

たヒポクラテスによって創始 された。彼は存命中か ら医者 として高名で,各 地

に巡回治療 をお こない,100歳 に近い高齢で死去 した。古代医術 に関する もっ

とも重要な文献 といわれる 『ヒポクラテス集成』 はこの学派に属する文書約60

篇 の集大成で,前450年 か ら前350年 ごろの ものとされている。ここではコス学

派の医術思想の特徴 について簡単に考察 しよう。

まず,『 ヒポクラテス集成』すべてにおいてその 「脱宗教 性」が指摘 される。

たとえば,そ の 『神聖な病 について』 という文書は 〈てんかん〉 に関 して論 じ

ているが,て んかんが他の病気に くらべてなんら神聖なことはなく,他 の病気

のように自然 な病因をもち,お 清め,呪 文,そ の他の儀式でそれを癒す と称す

るひとはまやか しだと主張 している。これにっついて言 う:わ た しの意見では,

この病 を神聖 と最初に呼んだひとたちは,わ れわれがいま魔術師(マ ゴイ),

お清め屋(カ タルタイ),香 具師(ア グリュタイ),山 師(ア ラゾネス)と よぶ
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人 々で ある;こ れ らは,ま さ し く,た いへ ん敬 慶 で,と くに秘 法 に通 じて い る

と称 して い るひ とたちなのであ る;神 が か った要 素 を呼 び だす こ とで,彼 ら は

適切 な処 置 を と りえな か った ことをか くす ことがで き,そ こで,そ の病 の本 性

を彼 らが 知 らな か っ たの を秘す るため に これ を 「聖 な る」 とよんだ ので あ る

{Sac.Dis.II,LoebII141}o

この文 書 の筆 者 の言 う 「原 因」 が なにを意味す るか はあ きらかで はないが,

ギ リシ ア語 で この 時代 に用 い られ るよ うになった アイテ ィア(aitia)の 語 は,

本 来,「 責 め を負 う」 とい う意 味 で あ った。 『集 成』 中の 「古代 の 医術 につ い

て」 には 「なにか を食べ るこ とが病 をひ きお こ し,そ れ を ひか えれ ば癒 え るの

で あ れ ば,神 々 に うっ た え る の は余計 で あ る し,誤 りで あ る」 とい う記 述 が あ

る。0般 に,こ の学 派 の見 地 か らす れ ば,病 と規則 的 に結 びつ い て い る ものが,

そ の病 の責 め を負 うの で あ る(Lloyd・Magic55)・ そ こで,神 嫉 そ の責 め を負

わ ず,お 清 め は無 用 な こ とな の で あ る。 「古代 の医術 につ いて」 の著者 が述べ

てい る 「事態 の原 因 とは,事 態 が存 在 す る と きに は必 ず 生 じ,事 態 が異 な れ ば,

生 じな くな る もの で あ る」 とい う表現 は興 味ふ か い(Lloyd,Magic54;Anc.

Med.XIX,LoebI149}o

この脱 宗 教 性 とな らんで,こ の 学 派 の もつ 重 要 な特 徴 点 は その方法論 的意識

で,「 古 代 の 医術 につ い て」 の著 者 は とつ ぎの主張 によって議論 をは じめて い

る。医術 につ いて語 り,書 くこ とを試 み た すべ て の ひ とは温 ・冷 ・湿 ・乾 ある

い はその他 のなにか を議論 の基本 的措定物(hypothesis)と して お き,そ れ に

よ って人 間 の疾 病 と死 亡 の 原 因を限定 してい るが,天 上 や地 下 の もの を基 本 的

に措 定 す る秘儀 の よ うに空 しい基 本 的 措 定 物 な どお く必 要 は な い」(Anc.

Med.,LoebI12-17)。 一 般 に,こ の 学 派 の方 法 は こ こで 非 難 さ れてい る基 本

的措定物 か ら導 き出 される議論で はな く,経 験 的事 例 の収 集 を基 本 とす る経験

主義 であ るといわれる。その経験 主義 につ いての端 的な主張 は見 いだせ ないが,

集 成 全 般 にわ た る詳細 な症例 の提示 はこの学派 の方法 を実際 に物語 るといって

よい。 た とえば,そ の 「流 行 病 につ い て」 は各 地 におけ る風土 に由来す る流行

病 の記述 であ って,公 刊 を予 想 しない記 録 とされ て い るが,そ の うち で も っ と
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も短 い もの に属 す る記 述 を引 用 しよう。

タ ッソスの ク リ トンは散歩 の途 中で足 の親指 の激痛 におそ われた。同 日,悪 寒

と吐 き気 を感 じて 病 床 につ く;体 温 多 少 回復;夜 譜 言 を言 う。2日 目に は足 全

体 が膨 れ,く るぶ しの あ た りは赤 み を帯 び,ひ ろが る;高 熱;激 しい講 言 。腸

か ら混 じ りけ の な い胆汁 の か な り頻繁 な排 出。2日 目早 朝 死 亡(Epid.Icase

IX,LoebI203)。

もう一例,同 書 皿巻 症 例3の0部 を引 用 し よ う。 デ レアル ケ オス庭 園で発熱 し

病床 についたあ る男性患者 の症状で ある(Epid.IIIcaseIII,LoebI223)。

第4日:黄 色い胆汁物質の少量および,そ のす ぐ後で,赤 錆色の物質の少量 を

嘔吐。鼻 の左側か ら純粋な血液の小出血あ り;便 通および尿従来通 り;額 と肩

に発汗;脾 臓の腫れ;腿 部 に痛み:む しろ右肋骨下部の弛緩 したふ くらみ;夜

間眠れず;軽 微な譜妄。

この患者は40日 目に完全な危篤状態におちいった旨記 されている。

これ らの引用 にうかがえるように,病 状の記述はきわめて客観的で,余 計 な

修飾句 をふ くまないことをその特徴 としている。 この学派は個別的事例の詳細

な検討 を基礎 にして,性 急な一般 化 を戒めることを説 き,そ の見地か ら自然哲

学者たちの原物質の措定 による説明方法に同意できないことを表明 しているも

の と思われる。 しか しなが ら,ヒ ポクラテス学派 も後世この学派の名を高か ら

しめた 「4体液説」 を主張するときには彼 らの批判 した 自然哲学者 と同様な誤

りにおちいった感 じは否めない。「人間の本性 について」 とい う文書にはつ ぎ

のような記述がある(Nat.ofManIV,LoebIV10-3)。

人問の体はそれ自体のうちに血液 と粘液 と黄胆汁 と黒胆汁 とを有 している。こ

れ らはまさしく身体の本性であ り,ま た,そ れらによって病気 と健康が生ずる
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のである。 これら要素がその混合,勢 力,量 において正 しい割合 にあるとき,

最上の健康状態にある。 これ ら要素のひとつが不足 しているかあるいは過剰で

あるか,ま たは体の中で孤立 していて他のすべてに結びつかないかす るときは,

病気である。……

この ような理論 を うらづ ける解剖学 的 ・生理学 的な知見 は,心 臓 と血 管 につ

いて の比 較 的 詳細 で正確 な記述 が見 られ るに して も,一 般 的 に は きわ め て大 雑

把 な もので ある。それゆ え,こ の体 液説 も実証 的 な結 論 とい うよ りは,む しろ,

エ ンペ ドク1/ス の よ うな当 時 の 多元 論 的 自然 哲 学 の影響 と考 え られる。 その点

で は彼 ら自身の主張 していた経験主義 的な方法 に反 して,彼 らの批 判 して い た

哲 学 者 の 反 経験 的な方法 に依 存 してい たの ではないか と思 われる(Lloyd,Re-

volutions15)。 と ころで,注 目す べ き こ と に,前5世 紀 は じめ に はエ レア的 一・

元 論 と この学派の主張す るよ うな多元論 とのあいだに論争が たたかわ され,そ

れ もた ん に専 門家 のあ い だ に とどまらず,民 衆 の面 前 で彼 ら もま じえ て論 争が

お こな われ た こ とを うかが わせ る資料 が存 在 して い る(Lloyd,Magic90-8;

Revolutions87-90)。 この 時代 のギ リシ ア に おい て は 政治のみ な らず知 識の領

域 において も,論 争 が 一 般化 して お り,そ れ が知 識 の 〈理 論 的形 成 〉 に重要 な

役割 を演 じた ことを物 語 る事 実 と言 えよう。

この 学派 の経 験 主義 的主 張 を裏 づ け る もうひ とつ の事 実 は,こ の 文 書 に

tekmeirion,marturionと い う証拠 あ るい は確 か な徴 表 を意味す る語が しば しば

用 い られているこ とで ある。 この学 派の ひ とたちは 自己の主張 を展 開す る根拠

と して これ らの語 を用 いてい る。い くつ かの例 をあげ よう(下 線 筆 者)。 「人 間

にお い て もあ る と きは粘 液が,あ る と きは血 液 が,あ る と きは胆 汁 が,そ して

まず,黄 胆 汁 が,つ い で 黒胆 汁 と呼 ば れ る もの が優勢 であ る。 その もっとも確

かな証拠 は,あ な たが 同一 人 物 に1年 に4回 お な じ薬 剤 を投 与 す れ ば,彼 は冬

に は も っ と も粘 液 質 的 物 質 を,春 に は もっ と も湿 った物 質 を,夏 に は も っ と も

胆 汁 質 の物 質 を,秋 に は もっ と も黒 い物 質 を吐 くの を,あ なた は見 るで あ ろ う

とい う こ とであ る」(Nat.ofManVI,LoebIV22-3)。 「粘 液 は人 間 に お い て冬
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に増加する;粘 液は身体の もっとも冷たい組成物でであるので,冬 にもっとも

近いか らである。粘液が もっとも冷たいことの証拠は,も しあなたが粘液,胆

汁,血 液にふれれば,粘 液が もっとも冷たいことを発見するであろうか らであ

る」(Nat.ofManVII,LoebIV18-9)。 さらに,医 術 とい う技術 の存在 を証明

するつ ぎの章句がある。「その技術の存在の強力 な証拠は,そ の存在を信 じな

い人々さえもそれによって回復するならば,存 在 もするし,強 力で もあるとい

うことである」(OftheArtV,LoebII197)。 これ らの証拠がその理論の妥当

な裏づ けを提供 しているかどうかは当然論議の余地があるが,と もか くなんら

かの事実 を証拠 として引 き合いに出そ うとする努力 と姿勢 は当時では独 自の も

のである。 この点 もその経験主義的立場 を表現 している。 しか しながら,こ の

学派のいう証拠は彼 らの理論をテス トするため とい うよりは,あ くまで もその

主張 に有利 な裏づ けの提供 を意 図 して いたこ ともあ きらかで ある(Lloyd,

Magic151;Methods70-3)。 さらに,こ れ らの語が語源的には法律的用語 に

発 しているという指摘 も注 目すべ きであろう(Lloyd,Magic252-4)。

このようにヒポクラテス学派が従来の宗教的 ・魔術的医術から踏み出 して,

合理的ともいえる脱宗教化 を指向 し,自 然哲学者のいわば演繹的説明方法に反

対 し経験主義の立場を維持 しようとしていたことはうたが えないが,し か し,

旧来の神秘的 ・宗教的医術がそのために衰退 したとは言えないのである。神殿

医術は前5世 紀以後 もあいかわ らず盛 んであったばか りで はな く,そ の勢力 を

拡大 さえ した。その理由の一つは,医 術の評価の重要な要因はその療法の有効

性にあ り,ヒ ポクラテス学派がその原因論 にもとついて説明を展開 したとして

も,そ れがいつで も有効な療法に結 びつ くとはかぎらず,て んかん患者を粘液

体質に限定するといった相関関係が療法の有効性 と結びつ くことは期待で きな

か ったからである。 もうひとつの,お そ らく,よ り重要な理由は,前5世 紀末

の30年 間にアテナイでお きた宗教上の理由による知識人の告発一 アナクサゴ

ラス,ソ クラテスはその例である一 を代表 とする反理性主義的傾向にあった。

ドッズによれば,「 一ない し二世代間に呪術的医療の需要が増大 して,こ れが

アスクレビオスを二流の英雄から主要な神へ と一変 させ,エ ピダウルスの神殿
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を今 日のルル ドの ような有名 な巡礼 地 に した」(237)。

だが,ほ か の知 識 領 域 に くらべ て,医 術 は結 果 の有 効 性 とい う判 断基準 を有

してお り,そ れ は も うひ とつ の医術 固 有 の 問題 病状予知,す な わ ち,予 後 の

問 題 に結 びつ く。 これ は異 なる医術 問の優劣 の判 断 に直接結 びつ いたが,一 種

占 い に似 て,医 者 た ち は予言 者 的 な言 葉 で そ れ を表現 した。G・E・R.Lloydが

指 摘 す る よ うに(Magic151n.134),当 時 の 医 者 は診 断 よ り も予 後 とそ の告知

を重視 した。「予 後 につ いて」 の 冒頭 に は 「医者 に とって予 知 を実践す るこ と

は もっ ともす ば らしい こ とであ る。 なぜ な ら,も し医者 が 患者 の側 か らな ん の

援 助 もうけず に過去,現 在,未 来 の状 態 を予 知 し予 言 して患 者 の説 明の溝 を埋

め るな らば,医 者 はそ の症 例 の理 解 にい っそ う信頼 をえて,人 々 は彼 の処 置 に

確 信 を もつ よ う になろう。 さ らに,現 在 の症 候 か ら未 来 に生 ず るで あろ うこ と

を予知すれ ば,彼 は そ の最 善 の処 置 を実 行 で き よう」 とあ る(Prog.1,LoebII

6-7)。 他 方,医 術 は 占 い で は な く,医 者 は 「.;.;嘆す べ き予 言 」 に従 事 す べ き

で は な く,そ の 予 言 は徴 候 に も とつ くべ きであ る とも主張 されてい るので ある

(Lloyd,Magic45;.Revolutions39-41;Prorr.II,LoebVIII218-9)0

0般 に
,古 代 オ リエ ン トにお け る知 識 が原 因の探索 を意 図 していないだけで

な く,そ もそ も原 因 の観 念 も定 か で はなか ったの に対 して,前5世 紀 中葉 以 前

の ギ リシ ア にお い て はまだ明確 とは言 えなか った に しろ,原 因 の探 究 が くわ だ

て られ,そ れ に よる説 明 が 要 求 され て,思 想 家 た ち は必 然 性 の概 念 に た よ りな

が らロゴスの解明へ と努力 していた こ とは否定 で きない。医術 の領域 において

も,予 言 は他 の知 識 領域 にお け る よ りも重視 されていた とはい え,ヒ ポ ク ラテ

ス学 派 の 「体 液 説 」 は他 の地域 には見 られ ない理論的説 明へ の傾斜 を示 してい

る。 おそ ら く,原 因 と必 然 性 の概 念 を中心 とす る説 明,ま た,数 学 に あ って は

基 本 的前 提 か らの 証明へ の努力の出現 こそ,古 代 ギ リシア の知 識 の特徴 で あ り,

しか も,そ れが 民 主 政 治 の形 成 と表 裏 の 関係 にあ ることは きわめて注 目すべ き

点 であろ う。
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註

(1)以 下DKはDielsandKranzの 省略 で,A,Bは 同書 におけ る学 説 と断片 を示 す

記 号 で あ る。 そ の 後 の番号 は 同書 学 説 お よ び断 片 の番 号 で あ る。場 合 に よ って1

71,12の よ うな表 記 が あ るの は 同書 第1巻71ペ ー ジ12行 をあ らわ す。 これ は と く

に特定 の表現 の 出現箇 所 を明示 す るの に用 い た。
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